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白根ガス株式会社 施設部 供給保全課 TEL 0256-61-7511/FAX 0256-61-7537

受付者

発 注 者

施 工 者

白根ガス株式会社

無

６． その他特記事項

５． 保安協定 有 無 締結の必要 有

ファイル
登録者

　※協議内容は、関係者への周知・徹底をお願いします。

　※施工にあたっては、建設工事公衆災害防止対策要綱の遵守をお願いします。

　※ガス臭等、異常が認められた時は、工事を中止し、速やかに当社に連絡をお願いします。

時頃

※試掘日が未定の場合は、試掘日確定後、当社に連絡下さい。

３． ガス管付近施工時（掘削、矢板打設等）は事前に白根ガス担当者に連絡し、立会を求めた上施工願います。

４． 工事内容に変更が生じた場合は、速やかに連絡をとり当社と再協議願います。

年 月 日２． 試掘確認 要 不要 未定 試掘予定日

有 ・ 無 嵩上げ　・　入替　・　その他

※保安措置の費用負担 原因者 白根ガス

中圧 低圧 バルブBOX ・ 水取器BOX

移設 ・ 一時停止 ・ 仮配管 ・ 管種変更 ・ 防護

圧　力 種　類 個　数
保安措置の
必要の有無

保　安　措　置　の　種　類

無 移設 ・ 一時停止 ・ 仮配管 ・ 管種変更 ・ 防護

中圧 低圧 有 ・ 無

・ 無 移設 ・ 一時停止 ・ 仮配管 ・ 管種変更 ・ 防護

中圧 低圧 有 ・

中圧 低圧 有

圧　力 管　種 口　径 延　長
保安措置の
必要の有無

保　安　措　置　の　種　類

※太枠内に記入してください。

協議内容

１． ガス設備の影響の有無

影響 有り 影響 無し

TEL
担 当 者

FAX

TEL
担 当 者

FAX

工 事 名 称

工 事 概 要

工 事 場 所 工 事 期 間

自 日

至 年 月 日

年 月

他　工　事　受　付　伝　票

受 付 日 年 月

受 付 番 号

他 工 事 種 別 工事

巡回（未照会）日 照 会 方 法 来訪 ・ ＦＡＸ ・



FAX

FAX

025-373-4130

0256-61-7537

新潟南地区

燕 地 区

TEL新潟県新潟市南区白根3146番地1

TEL新潟県燕市水道町4丁目2番4号

025-373-4000

0256-61-7511

＜連絡先＞

白根ガス株式会社

埋
戻
し
時

・ 埋戻しには、露出したガス管の異常の有無等の点検、確認を当社係員より受けてから埋戻しを施工して下さい。

・ 埋戻しには、ガス管に石等があたらないようにし、良質の砂を使用し十分胴締め、転圧をして下さい。

緊
急
時

・ 万一、ガス管損傷等によるガス漏れの際は、作業を中止し現場付近の火気の使用を禁止し、速やかに状況を当社へ連絡して
下さい。状況により、消防署、警察署への通報もお願いすると共に、付近住民、通行人に対しての周知もお願い致します。又、
漏出ガスを最小限にする為、ビニールテープ、ウェス、木栓等で応急処置を施して頂き、二次災害の防止をお願いします。

作業中において、少しでもガスの臭いと思われる異臭がした時は、作業を中止するとともに現場付近での火気の使用を禁止
し、速やかに当社係員の確認を受けてください。

ガ
ス
管
露
出
時

・ ガス管が掘削坑内に露出した場合、地山の崩壊によるガス管の折損防止の為、土止め支保工の適切な施工をお願いします。

・ ガス管の露出限界は、原則3.0ｍ迄とします。それ以上露出する場合は、吊り防護、受け防護、横揺れ防止等の防護措置が必
要となります。防護工法については、別途協議となります。

・ 防護措置の施工は、原則、原因者で施工していただくこととします。また、防護措置施工完了時、当社により確認を行いますの
で、連絡をお願いします。

掘
削
時

・ ガス管埋設注意標識シートや、埋設ガス管が露出しましたら、当社係員の点検を受けて下さい。
尚、ガス管の埋設年が古い場合は、埋設シートがない場合がありますので、気をつけて下さい。

・ ガス管近接箇所での掘削作業については、必ず手堀りで位置等を確認しながら施工して下さい。

・ PLP等、被覆鋼管については、スコップ刃先等による被覆の損傷防止についても留意願います。被覆が損傷を受けた場合、急
激に腐食が集中、進行し短期間で漏洩事故につながるおそれがあります。補修が必要となりますので、必ず当社への連絡を
お願いします。

・ 埋設物、構造物等の設置については、ガス管等ガス供給施設との保安離隔距離を原則３０ｃｍ以上とって施工して下さい。

・

矢
板
等
打
込
み
時

・ くい、矢板等の打込み、ボーリング作業、電柱等建柱工事について、付近にガス管が接近していると思われる路線について
は、当社係員の立会いを求めて下さい。尚、前後1.0ｍ以内は、ガス管を露出させ、確認の上施工して下さい。

・ ガス管を露出させて、杭・矢板等の打込み作業を行う場合、緊急時や、万一の時の作業スペース確保の為、３０ｃｍ以上の離隔
をとって施工して下さい。

・ 軟弱地盤において、くい、矢板等の打込み作業を行う際は、重機による偏荷重等により、ガス管が損傷を受けるおそれがある
為、鉄板等敷設し施工して下さい。

工　事　施　工　者　の　皆　様　へ

確　　認　　依　　頼　　事　　項

位
置
確
認

・ マーキングについては、可能な限り正確に探査努力を致しますが、埋設当時から現在までの環境の変化、及び測定機器の誤
差等を考慮し、前後１ｍ位は、注意して下さい。

・ 試掘により埋設位置等の調査を行う際は、必ず当社係員の立会いを求めて下さい｡


